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非負値行列因子分解(Non-negative Matrix Factorization, NMF)[1]を適用すると，非負の

観測行列は同じく非負の基底行列と係数行列の積で近似できる．さらに，係数ベク

トルが各個体の共変量で説明される場合にはパラメータ行列と共変量行列の積でか

け，tri-NMF[2]の枠組みで記述することができる．この共変量を持つ NMFは形式的

には成長曲線モデル(GCM)[3]の平均構造と等しい．GCMの基底行列は分析者によっ

て与えられるのに対し，共変量を持つ NMFの基底行列は未知であり，最適化される

という違いがある．本研究では共変量を持つ NMFを経時測定データに適用し，

GCMとの違いを比較する．また，共変量としてガウスカーネル関数を利用すること

で係数行列の高い精度での説明が可能になり，基底行列を介して観測値の予測も可

能になる [4]．さらに，この手法を実装した Rパッケージ[5]を公開した．時系列デー

タ，テキストデータ，あるいは画像データなどの解析例を通し，その使い方や有用

性を示す．特に，共変量としてガウスカーネル関数を利用することで係数行列を高

い精度で説明でき，基底行列を介して観測値の予測も可能になった[5]． 
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